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関　英．男アサイ情報系仮説の部分的修．li．i』より
が，一体，どんな理由からSALTにおける学習が加速されるのだろうか。
その理由は，エンクトロニクスの権威で日本PS学会の会長である東海大
学教授の関英男博士によれぽ，人の大脳に関係するサイ情報系（Psi　Infor－
mation　SysteIn：PIS）が機能するからとされる。
　以下，同氏のサイ情報系の仮説について顧みよう。この仮説は，図10の
三層構造の世界を示した「え一アダイアグラムー波長と周波数の関係図」
をモデルとして吟味することが至便である。タテ軸は周波数∫（Hz）を表
わし，ヨコ軸は光あるいは一般電磁波の波長λ（cm）を表わす。点Xに相
当する数字と点Aに相当する数とを乗算すると3×1010cm／s（光速）にな
る。Y・B，　Z・Cについても同様である。
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　現実の世界（普通の世界），それは自然科学で知られている世界のこと
であるが，枠AFXの内側に限定されていて，普通の素粒子（中性微子を
除いた）は，A点の付近とされ，電磁波の最高周波数は，　X点の付近にあ
るとされる22）。
　そして，10図のφ1の世界，つまり第1サイ世界でば1r30センチ付近
の第1サイ粒子群で構成されていて，これは第1サイ情報系と関教授によ
って命名された。（周知の通り，人間の大脳は1010個程度の神経細胞をも
っているので，すくなくとも1010ビット位の情報量が記憶できるといわ
れている）。
　関教授によると，人間の大脳の視床下部松果体付近にある第1サイ情報
系の最高情報量は1026ビットと踏まれている。
　さらに，同図の第2サイ世界（ψ2の世界）では，10－50センチ付近の大
きさをもつ第2サイ粒子群の複雑な組合せで，第2サイ情報系が構成さ
れ，その最高情報量は1040～1060ビット位と考えられている23）。
同図が示すように，第1サイ粒子群は，普通の物理学でいう素粒子群より
20ケタ小さい粒子群で，第2サイ粒子群は，普通の素粒子群より40ケタも
小さい粒子群である。従って，このようなサイ情報系は，真空中でも，宇
宙の至るところにび閉し，また，素粒子，とくに電子よりも小さいから，
電子と核との間の空間を，楽に通り抜けて，原子の中を運動しうる。これ
が宇宙空間を飛び回っている時は，「宇宙微子」とよぼれ，生命のなかに
入った時は「生命微子」といわれる。昔から，東洋において『気』と称さ
れるものは，これら「宇宙微子」と「生命微子」とを総称したものだとさ
れる24）。
　さて，人間の第1サイ情報系は，この肉体における細胞つまり生命微子
の集合した有機体である。人間が肉体的，生命的活動を営むために，口か
ら水・食物を摂取し，鼻から空気を吸収するのと同様に，第1サイ情報系
80
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図11　サイ情報系と大脳の関係
第2サイ情報系
、
、
、
、
第1サイ情報系
、
、
、
大脳
、、
　　　　　　　　　　　　関　英男伍．卜倍学習法』より
もまた，外界から宇宙微子を取り入れ，活動のためのエネルギーを求めな
ければならない25）。
　SALTで重視する呼吸も，決して空気の出入（酸素の吸入と炭酸ガスの
排出）だけが目標でなく，第1サイ情報系に宇宙微子を多くとることが大
切なのである26）。
　残念ながら第2サイ情報系については，まだあまり多くのことはわかっ
ていない27）といわれているが，ただ，人間の大脳とサイ情報系との関係は
図11の通りである。ただ，第1サイ情報系との連絡が，人間の左右半球の
いずれにおいて緊密になされているかについては，右半球においてより緊
密らしいという実験がなされている28）。従って図の点線は左半球でなく，
右半球に通じている。まさに，「サイ情報系の中枢は，視床下部にある松
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81
果腺の傍だと想像されるが，大脳に劣らない作用をする部分が体中数ケ所
に分散していて，それらが神経に相当する回路網で緊密に連絡されてい
る29）。」　という。
　人間の精神力や潜在能力（potentialities）が常識的にみるよりは，遙か
に大きいのは，実にサイ情報系の働きがあるからで，日常，われわれが潜
在能力の偉大さに気付かないのは，大脳とサイ情報系との連絡が十分にと
られないからである30）。
　“超常人間的心理学”（Transpersonal　Psychology），これは心理学者
の抵抗が強く，定着性に問題があるが，バイオフィードバック（Biofeed－
back）の発見により，そのシステム的応用として，前記のサジェストペデ
ィア（Suggestopedia．暗示学習法）が用いられてきた。ロザノブ博士は
自己のサジェストロジー（Suggestology．暗示学習学）理論において，教
える側（ティチャー）と習う側（スチューデソト）双方にあっての，おの
おのの潜在意識（Subconscious　Awareness）と顕在意識（Conscious
Awareness）は，相互連絡できると考えていた。関英男博士もそれに同調
し，潜在意識ならびに顕在意識それぞれの回線を連絡させ，両者間に連絡
路を示したのであるが，この潜在意識回線は同博士がサイ情報系（Psi
Information　System　or　P．1．　S）として早くから考えていたものとほぼ
同様である3P。
　図12（ステユーデソトの超常人間モデル）と図13（ティチャーの超常人
間モデル）は，ともに本稿の主題とするサジェストペディアのみならず，
バイオフィードバックにも説明の上で有効に利用され，さらに今後の修正
によってもより真実化を増すものと考えられている。
　なお，前掲の二三は殆んど類似するが，それぞれ重点的に動作している
部分は次の通りである。図12ではA，B，　C，　D，　F，　G，　J，　L，　M，
H，Nであり，図13ではF，　E，　L，　M，　N，　Q，　P，　Kである。両図と
82
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C：通路制御
D：潜在記憶
F＝潜在意識
G：第6感
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N：顕在意識
L：通路制御
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図12　超常人間的モデル（生徒側）
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E：高級反応
F：潜在意識
L：通路制御
M：記　憶
N：顕在意．識
K：行動反応
P：不随意制御中枢
Q：内臓器管等
図13
A　　8　　B
　　27　　関．英男『．圧．1・倍趾骨碧法．］より
　　超常人間的モデル（教師側）
7 11
9
? 。　　I2 D
F．
にロロロサココ　ロロロサロサリ　ロ　ロコロのロロロロコロコt4・G15　J　19
16
H
13
（
17
E：
?
14
L 2G
N
18
21　Q
26
（
M
23
）
27
P
K
関　英男『丘卜倍学習ljこ』より
?
も，下半分は現実の情報系であり，上半分はサイ情報系を示している32）。
　科学的にみて，情報は五感一sight，　hearing，　touch，　taste，　smell）一
より到来する。だが，五感だけから発信源が生じるかといえばそうではな
く，超常人間心理学においては，高級感覚（Higher　Sense）からも情報が
得られるという確実な証拠があるといわれている33）。関博士の推測は，こ
の高級感覚のインプットが，直接に生理的神経系に達するのではなく，図
12のようにA（高級感覚）一B（識別過程）一F（潜在意識的自覚）のチ
ャネルからG（第6感）に到達する34）とされる。
　一方，図13の送り手である教師の側についても，生徒の心理的変化を考
えながら，随意筋（顕在意識だけでは：不随意と考えられていた身体各部
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S：乱シ憶制1御j
R：右半球を示す
L；左半球を示す
その他第12図，
第13図の記号に
準ず。
図14大脳の両半球
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関　英男『正i．1倍学習法』より
も，潜在意識の作用を考慮すれぽ随意になるという）の機能であるところ
の発声（24ルート）や身振り（25ルート）を通して生徒に情報伝達してい
るだけではなく，むしろ，N（意識的自覚）からF（潜在意識的自覚）と
E（高級反応）を通して，生徒のA（高級感覚）に至る系も，サジェスト
ペディアの場合，重要な通信系を構成していることになる35）。
　最後に，サジェストペディアの効果として，K（行動反応）を発して，
A（高級感覚）に達する情報通信のプロセスも看過することができない36）
といわれる。例えば，受動授業（passive　session）一この場合は，能動
授業とは違って，朗読は呼吸リズムだけでなく，音楽の拍子に結びつける
一の場合，バロック音楽を楽しみつつ，教師の朗読をきき流す。「きき
流す」といっても，効果を零にするという意味ではなしに，実は，音の情
報がA（高級感覚）で捕えられて，一時的にD（潜在記憶）がなされ，翌
日にもちこされる。そして，この記憶が翌日の授業の初めの練習によっ
て，無意識のうちに，M（顕在意識記憶）に移行するのである。
　図14は大脳の左右半球の機能差（左半球は論理的で右半球は直観的な作
用をする）を考慮にいれた意識系の部分的モデルである。第6感がJR（右
の識別過程）を通じてLR（右半球）に優先していることに注目される。
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6．　バイオフィードバック効果の根源一大脳とサイ情報系
　「いまや，サイエンス・フィクションとして語られた多くのことは，科
学的事実となっているのであり，自分自身の潜在能力に関して描き続けて
き「た人類の夢の多くは，夢ではなくなりつつある37）」。
　この問題についての有力手段（根拠）としては，バイオフィードバック
（Biofeedback）を考えることができる。精神による物質のコントロール，
例えば，意志によって脈拍を下げたり，体温を上下させたり，苦痛を和ら
げたり，脳波を自在に変えたりできるといった具合である。
　バイオは生命，フィードバックとは元へ戻すという意味で，血圧・体温
・脳波あるいは筋肉緊張などの状態を計器で本人にわかるようにして示
し，精神的プロセスによって制御できる現象のことをいう。本来的にはこ
れらの行為，状態ば，不可及のことと考えられていたが，エレクトロニク
ス応用計器一EEG（脳波），　EMG（筋電），　GSR（皮膚電気），サーミ
スター（電子的温度計），EOG（眼筋），　BP（血圧計），　HR（心拍計），呼
吸音計およびプレシズモグラフィ（Plethysmography）〔撫こゴム管をは
めて，血管容積の微小変化を検知しうるもの〕等一の利用により，念力
（Psychokinesis，略して，　PK）でコントロールできることが，1960年代
に発見され，1970年頃，米国コロラド州デンバーに本部をおくバイオフィ
ードバック研究協会が創立された38）。
　この協会の発表によれば次の症状に適用して，よい効果がみられるとい
われている。それは不眠症，発音困難，喫煙癖，肥満，量れん，偏頭痛，
心拍不整，喘息，高血圧，月経不順，中風，呼吸困難，胃潰瘍，関節炎な
どである。また，前記のようなバイオフィードバック専用の計測器のメー
カーは，少くとも米国内に20社以上もあって，一大産業に発展しようとし
ている39）。
85
　戸ザノブの開発による暗示学習法の効果をもたらす原因については，先
に示した通り，超常人間心理学（Transpersonal　Psychology）を是認する
ことにより，図12および13に基づいて説明された。
　関博士によれば，バイオフィードバックの効果については，暗示学習法
の効果と同様に，そのトランスパーソナル・モデル40）により説明がなされ
る。なかでも，図12におけるP（不随意制御中枢）とQ（内臓器管，それ
に，皮膚温度のような人体の不随意的なものを含む）との関係が重視され
る。そして，P－Qのフィードバック・ループは，ルート21を通じてサ
イ情報系のE（高級反応）と連絡があるものと仮定される。いまもし，Q
の動作に関するデータが電子計測器で，人間五感に指示されると，N（顕
在意識）の発動がルート22を通して，サイ情報系のF（潜在意識）に到達
される。その情報はさらにEを通ってPにまで到達される。ここに，いわ
ゆる「バイオフィードバック・ループ」が形成されることになる。
　初期の段階で，人間は電子計測器によりトレーニングされるのである
が，それも慣れてくるに従って，電子計測器を使用しなくても，自由自在
に制御可能になるといわれる。その実例は脳波計（EEG）を用いないで，
1分間以内でアルファ波の状態にするといったことである。
　インドのヨガ行者スワミ・ラマは「白い小さな雲が行きかう青空を思い
浮かべることによって，5分間にわたって70パーセントのアルファ波を発
生させ，また，別の時には，意識を鎮め，無意識の部分を前に出すことに
よって，5分間にわたり75パーセントのシータ波を発生させた。さらに重
要なことには，完全に『起ぎていた』にもかかわらず，25分間にわたって
眠りの波形であるデルタ波を出し続けたことである4P。」と語っている。
　さて，「情報」がどこから到来するものであるかについて考えれば，そ
れは五感（five　sences）を通じてのみ可能である。この考えは，伝統的な
従来からの諸科学の説明するものであっていまさら，不思議なことではな
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い。だが，トランスパーソナル・サイコロジーの視点よりみると，関博士
の主張する42）一Charles　Tartの潜在意識回線を参考にした一五感以
上のハイヤーな，感覚Aが存在し，それらがBの識別過程を通って，Fの
潜在意識に到り，さらにG（第六感，Sixth　Sense）に到るとする。
　このA－B，F－Gの回線，また，　A－B－F－E－Pの回線は，サイ
情報系のなかでの主要なルートと考えられるので，バイオフィードバック
をより効果的なものにする有力な原因と見なすことができる。
　技術自身は中立で，人間を微力にも，反対に，より強力なものにも換え
ることができる。バイオフィードバックは，その意味において，人間能力
を拡張することができた。　「われわれが普通に感じ，推測するよりはるか
に重大な経験が潜在意識の過程の中に含まれる」といわれるが，　「この潜
在能力の限界をどこに求めるか43）」は問題である。
　物理学においても，「意識」というものが，新しい開拓分野だと認識さ
れてきた。なぜならば，意識の問題に言及することなしに物理学をこれ以
上推進させることはできなくなったとさえいわれている。また，心理学や
医学においても，「意識」は「脳」と別個に存在し，たとえ，両者間に相互
関係があるにせよ，意識（心）と脳を同一のものとみてはいけない44）……
という意見が強くなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひらめ　どのようにすれぽ，ビジネスに従事する人々が五感を強化し，閃きやア
イディアを生み出すことが可能かについて研究をしなければならないだろ
う。かなり多くの企業が，この問題に取り組んでいるのが実情である。さ
らに，“第六感。についても自由に強化していきたいわけであるが，この
問題については，超常的な物理学や心理学の立場にたたねばならないか
ら，今後における学問の進歩に期待と注目を怠らぬよう努めなければなら
ない。
　T．R．ブレークスリー（BLAKESLEE）は，その著『右脳革命』（大前
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研一訳）〔The　Right　Brain〕において・「直観力」がすべての分野におけ
る創造的思考と成功のための要件だといい，　「閃ぎ」によってつくり出さ
れた生まれたぽかりのアイディアは，厳しく識別され，左脳の能力により
整然と再提起されねばならない……と左右脳の統合作用の必要性を強調し
ている。
　そこで，新しいセールスマンや営業マソに要請されるものの一つが創造
性だとすれば，どのような方策や技法のもとに，五感や第六感を育成して
いくかについても真剣に考えられねばならない。
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